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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 14,743 61.2 △2,736 － △2,318 － △2,277 －

2022年３月期第２四半期 9,148 16.5 △3,661 － △3,632 － △2,698 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 △715.66 －

2022年３月期第２四半期 △941.79 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 21,648 479 2.2

2022年３月期 20,089 1,357 6.7

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 466百万円 2022年３月期 1,336百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年３月期 － 0.00

2023年３月期（予想） － － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 － － － － － － － － －

１．2023年３月期第２四半期の業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在するものの１株当たり四半期純損失である

ため記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式

（非上場）の配当については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2023年３月期の業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

2023年３月期の業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大による影響を現段階において合理的に算

出することが困難であることから未定としており業績予想の開示が可能となった段階で速やかに公表いたします。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 3,508,840株 2022年３月期 3,008,840株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 358株 2022年３月期 358株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 3,181,965株 2022年３月期２Ｑ 2,865,282株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



Ａ種種類株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － － － 0.00 0.00
2023年３月期 － －

2023年３月期（予想) － － －

Ｂ種種類株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － － － 0.00 0.00
2023年３月期 － －

2023年３月期（予想) － － －

種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。
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（単位：百万円）

前事業年度
(2022年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,438 6,783

営業未収入金 1,196 1,193

商品 23 25

貯蔵品 609 572

デリバティブ債権 1,037 1,792

その他 2,108 2,950

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 11,414 13,318

固定資産

有形固定資産

航空機材（純額） 5,024 4,838

リース資産（純額） 1,115 1,064

その他 800 741

有形固定資産合計 6,939 6,643

無形固定資産 477 383

投資その他の資産 1,257 1,303

固定資産合計 8,674 8,330

資産合計 20,089 21,648

負債の部

流動負債

営業未払金 1,454 2,038

１年内返済予定の長期借入金 1,512 1,362

リース債務 140 135

未払金 776 680

未払法人税等 18 85

未払消費税等 84 －

契約負債 402 370

その他 291 401

流動負債合計 4,681 5,074

固定負債

長期借入金 2,644 2,037

リース債務 639 575

定期整備引当金 10,302 12,790

その他 464 690

固定負債合計 14,051 16,094

負債合計 18,732 21,169

純資産の部

株主資本

資本金 1,393 1,892

資本剰余金 4,806 5,305

利益剰余金 △5,583 △7,860

自己株式 △1 △1

株主資本合計 614 △663

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 722 1,130

評価・換算差額等合計 722 1,130

新株予約権 20 13

純資産合計 1,357 479

負債純資産合計 20,089 21,648

１．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：百万円）

 前第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業収入 9,148 14,743

事業費 11,664 16,276

営業総損失（△） △2,516 △1,533

販売費及び一般管理費 1,145 1,202

営業損失（△） △3,661 △2,736

営業外収益

受取利息及び配当金 0 0

為替差益 71 469

業務受託料 0 0

補助金収入 35 －

その他 2 3

営業外収益合計 111 474

営業外費用

支払利息 53 23

支払手数料 23 27

固定資産除却損 5 4

その他 1 0

営業外費用合計 83 56

経常損失（△） △3,632 △2,318

特別利益

補助金収入 250 81

定期整備引当金戻入額 2,165 －

特別利益合計 2,416 81

特別損失

減損損失 1,433 －

投資有価証券評価損 42 －

特別損失合計 1,476 －

税引前四半期純損失（△） △2,692 △2,236

法人税、住民税及び事業税 6 41

法人税等調整額 △0 △0

法人税等合計 6 40

四半期純損失（△） △2,698 △2,277

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

- 3 -

株式会社スターフライヤー(9206) 2023年３月期 第２四半期決算短信



（単位：百万円）

 前第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △2,692 △2,236

減価償却費 716 409

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

定期整備引当金の増減額（△は減少） △983 2,487

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 53 23

為替差損益（△は益） △8 △316

補助金収入 △286 △81

固定資産除却損 5 4

減損損失 1,433 －

投資有価証券評価損益（△は益） 42 －

売上債権の増減額（△は増加） 220 2

棚卸資産の増減額（△は増加） △5 35

前渡金の増減額（△は増加） △41 200

前払費用の増減額（△は増加） △563 56

未収入金の増減額（△は増加） 92 △941

未収消費税等の増減額（△は増加） 162 △80

仕入債務の増減額（△は減少） △561 584

未払金の増減額（△は減少） △928 △109

未払消費税等の増減額（△は減少） 1 △84

契約負債の増減額（△は減少） 13 △32

その他 △218 0

小計 △3,550 △76

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △52 △23

補助金の受取額 1,226 176

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △62 △13

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,438 62

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △109 △125

定期預金の払戻による収入 109 125

有形固定資産の取得による支出 △15 △9

無形固定資産の取得による支出 △16 △1

有形固定資産の売却による収入 447 －

差入保証金の差入による支出 △0 △0

差入保証金の返還による収入 41 35

その他 7 △20

投資活動によるキャッシュ・フロー 463 4

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,000 －

長期借入金の返済による支出 △756 △756

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 991

リース債務の返済による支出 △947 △68

配当金の支払額 △18 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,722 166

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 43

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,699 277

現金及び現金同等物の期首残高 15,584 5,722

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,884 6,000

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第２四半期累計期間において、６月28日および９月15日に新株予約権の行使により資本金および資本準備金が

それぞれ499百万円増加しております。この結果、当第２四半期会計期間末において、資本金が1,892百万円、資本

剰余金が5,305百万円となっております。

（セグメント情報等）

前第２四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

　当社は、航空運送事業を主な事業とする単一業種の事業活動を営んでおります。また、経営資源の配分の決定や

業績評価は、当社全体で行っております。したがって、事業セグメントは単一であるため、セグメント情報の記載

を省略しております。

当第２四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

　当社は、航空運送事業を主な事業とする単一業種の事業活動を営んでおります。また、経営資源の配分の決定や

業績評価は、当社全体で行っております。したがって、事業セグメントは単一であるため、セグメント情報の記載

を省略しております。
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２．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

　2019年末に新型コロナウイルス感染症が中国で初めて確認され、これまでに多くの国や地域へ拡大しております。

国内線を中心とした航空運送事業を行う当社においても需要が大きく縮小した状況が継続しておりますが、このよう

な状況に対し、2020年３月以降、国内線および国際線の運休・減便を行うとともに、徹底した費用削減等の施策を継

続することにより、業績への影響の低減を図ってまいりました。

　前年同期と比較すると需要は徐々に回復し、仮に原油価格の上昇や円安の影響がなければ四半期営業利益が想定さ

れていたほどに業績は確実に改善傾向にあり、当第２四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは

プラスに転じました。しかしながら、原油価格の上昇や大幅な円安は業績に大きな影響を及ぼし、当第２四半期累計

期間において2,277百万円の四半期純損失（前年同期の四半期純損失は2,698百万円）を計上し、当第２四半期会計期

間末の純資産合計は479百万円に減少しております。

　この結果、一部の借入契約に付されている財務制限条項に抵触するおそれがあり、継続企業の前提に重要な疑義を

生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　このような事象又は状況を解消するために、収支改善の施策を推進するとともに財務状況の安定化を図ることとし

ます。具体的には下記を推進し、事業の継続、その後の成長を目指しております。

　事業継続のための取り組み

・運転資金の安定的確保

・需要減少に応じた生産体制の構築（計画的減便・運休、社員の一時帰休等）

・迅速に生産調整を行える弾力的な体制の構築

・感染症拡大阻止への取り組み（組織的な全社員の健康管理、テレワークの実施等）

・プロジェクト体制での収支改善・生産性向上の取り組み

　また、これらの当社独自の対応策を実施することに加え、金融機関との緊密な連携関係を強めており、当面（今後

１年間）の資金繰りには問題なく、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。
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